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食　 物

食塩添加高脂肪食飼育SHR の脂質代謝および血清ＮＯにおよぼす大豆油の影響

○谷　由美子、　岡野　さやか＊

(名古屋女大、＊名古屋女大短大)

目的　 近 年 の三大 死 亡原 因 に は動 脈硬 化が 大き く係 わっ て いる 。そ こで 本研 究で は

SHR  （高血圧 自然発症 ラッ ト）を用いてコレステロール添加高 ラード 食に飲水とし て1 ％

食塩水を与えて飼育し、 動脈硬 化モデルを作成した。そ の後多価不飽 和脂肪 酸の多 い大 豆

油食に切り替えて、 血清およ び肝臓脂質 の変化および肝臓 の脂肪酸 合成系酵 素活 性におよ

ぼす影響を検討す るとともに、抗動脈硬化作用や 過剰による細胞 障害 の知られている 血清

のＮＯについても動 脈硬化 の形成および改善 との関係を 調べた。

方法　s 週齢雄 のSHR/H0S18 匹を1 ％コ レ ステロ ール添 加、20 ％ラード 食および 飲 水

を1  ％食塩水で8 週 間飼育し 、6 匹を屠殺解剖し た（ＬＣ・NaCl･8W ）。残りを2 群 にわ け

そ のまま 同飼料で 飼 育し た 群（ＬＣ ・ NaCl ･ 12W ） と12 ％大 豆油食お よび飲水 を 水道 水

に 切り替え た群 （ＬＣ ・ NaCl ・ ＳＯ） とし、 いずれも4 週間飼 育し た。 他に対照 とし て12

％大 豆油食 と水道 水で12 週間飼育し た群6 匹’（SO ）を設けた。　いずれも飼 育終了後 、 解

剖採 血して肝臓および 腹腔脂肪を摘 出し た。そし て血清の総コレ ステロール （Ｔ-ｃｈｏ１）、

ＨＤＬ-ｃｈｏ１、トリグリセリド （ＴＧ）、遊離脂肪酸（ＮＥＦＡ）および肝臓 の総脂質 （ＴＬ）、

ChoL ＴＧとアセチ ルＣｏＡカル ボキシ ラーゼ活 性（ＡＣＣ）、脂肪酸合成酵 素活性 （ＦＡＳ）

そし て血清 のＮＯを測 定し た。

結果　 動 脈硬化食を継続する に従っ て、血清および肝臓脂質 （TG 以外） とも増加し 、

ＮＯも著しく 増加し て動脈硬化 の進行が推察 された。酵 素はFAS の活性九進 がみられた 。

LC  ･ NaCl･ ＳＯはLC ・ NaCl ･ 12W にくらべて血 清脂質はいずれ も低下し、ＮＯも対照 の

ＳＯと同レ ベルまで低下した。肝 臓のＴＬも低下し、ＡＣＣ活性 は上昇し た。

２ Aa- ６
ラジカル反応によるアポＢ蛋白分解の解析
○田中恭子1 得丸定子^，/｣喊 勝相1

(1奈良女大・生環2 上越教大・生健)

［目的 ］動脈硬化症は、低密度リポタンパク質（LDL）の酸化により何らかの修飾を受け

たIDLがマクロファージに認識されて貪食されることが初発反応であると考えられている。
従って、LDLの酸化反応については多くの研究がなされてきている。特に脂質過酸化とア

ルデヒドによるタンパク部分（アポＢ）の修飾に焦点があてられている。最近、我々は

LDLのシアル酸残基がラジカル反応により修飾されることを報告した（１）。しかし、ア

ポＢタンパクそのもののラジカル反応性を複合系で解析した例はない。今回、我々はアポ

Ｂの酸化反応における動態を抗体を用いて特異的に追跡した

［方法］ヒトLDL、ヒト血清を銅イオンで酸化し、4  ％SDS-PAGE、Western Blottingを行
い、抗アポＢ抗体を用いて解析した。また、正常人の血清の解析も行った。

［結果と考察］銅イオン存在下、37°Cの反応でアポＢは１時間後より分解し始め、３時

間1友には約510kDaのアポＢはほとんど消失した。ラジカル捕捉剤（2-メルカプトエタノー

ル、≫･fl"、プロブコール｝の添加によりこの分解は阻害され、一方、AAPHの添加によって
も分解が見られたことより、アポＢは、ラジカル反応によってペプチド結合が解裂してい

くことが分かった。また、ヒト血清を同様に銅イオンで酸化させ、同様の実験を行なった

結果、血清中のLDLも単離したLDLと同様に分解することが観察でき、抗体を用いることに

よって、血清中のULO 糧力態を検討できることがわかった。さらに、LDLの分解物は正常人
の血清にも存在し、その量は加齢と共に増加する傾向があった。

（1）K. Tanaka, et al･､ FEBS Lett., 413, 202-204 （1997）｡
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